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まず、 「わらふ」 「ゑむ」 の違いに着目し、 『角川古語大辞典』
で「わらふ」と「ゑむ」の意味を引く。　「わらふ」…①にこにこする意の「ゑむ」よりも感情の
表し方が強く、口をあけて声を立てて喜びやおかしさを表出する。イ、 声 立て おもしろがる。哄笑する。ロ、あざける。嘲笑する。
　「ゑむ」 …①にっこりする。ほほえむ。微笑する。 （中略）
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の貴族社会という狭い世界において「笑われる」ことは死ぬよりも辛い屈辱であったようである。　「わらふ」は、 「笑う者」と「笑われる者」という、一種の上下関係を作り出し、多く 場合「笑う者」だけが優越や快楽の念を持ち、 「笑われる者」は貶められ いる場合が多い。だが、少なくとも「笑う者」からすれば、 「わらふ」は快楽だ。この価値を理解した上で「笑わ る」ことをよしとし、上位者の者に「わらってもらう こと もてなすという方法もある。神に捧げられてきた「狂言」などは、その最たる例であろう。　では、 「ゑむ」はどうだろうか。本当に、不快の感情を
















これは、百合の花が咲いたよう 女 笑みを、好意 表れと誤解した男への詠だ 、男が誤解したのは、 「ゑむ」相手への好意のサインと取ら ていたから 言える。　「ゑむ」の語意は、好意の表れ、親和状態を相手に示すものであった。しかし「ほほゑむ」になると どうであ










これは、 末摘花の容姿を源氏が「ほほゑむ」場面だが、 「ほほゑむ」とありながら、明らかに柳田の定義する「ゑむ」ではなく、 声は無いも の、 むしろ わらふ」の性格を持っている。 「ゑむ」でも「ほほゑむ」である時には、すべてが好意的なもので なく、むしろ不快の念を与えることが多い。　
だが、全ての「ゑむ」が好意的な笑いに当てはまるわけ
















上代語の「ゑむ」は、中古語の「ほほゑむ の意味をも包括していたのかも知れない、 （中略）つまり、上代では「にこにこする も「にやにやする」も「ゑむ」であらわしたが、 中古になると「にこにこ 」は「ゑむ」 、 「にや やする」は「ほほゑむ」で言い分けたのではなかろうか、ということである。
（注６）




笑いであるとされ、そのことから、上代にも「ほほゑむ」は存在したが、文献上に残されなかっただけと、 「上代語の「ゑむ」は、中古語の「ほほゑむ」の意味をも包括していた」という説を撤回されている。しかし これまで検証してきたように、 「ゑむ」でありながら「ほほゑむ」の意に近く、 「ほほゑむ」でありながら「ゑむ」に近い意が認められる例がある。よって 松尾氏 最初に考えられていたよう 、 「ゑむ 「ほほゑむ」の意を包括していた可能性はあるのではないだろうか。上代に関し は、資料の少なさから、確実なことは言えない だ 「ほほゑむ」という語が存在していな ら、その語が の 上に全く残っていないのは不自然に感じ第二章
　『源氏物語』における「わらふ」 「ゑむ」 「ほほゑむ」
　
では、 『源氏物語』において「わらふ」 「ゑむ」 「ほほゑむ」




　「ひとりゑみ」の用例は二例あるが、 「ひとりわらひ」の用例は『源氏物語』中には一例もなく、周りに誰もいない状況で「わらふ」が使われている用例は、 「帚木」の左門頭の「人知れぬ思ひ出で笑ひもせられ」を除けば、無いと言っていい。ここから、 『源氏物語』中の「わらふ」という行為は、一 きりの時にするものではなく、目の前に相手がいて行われる とが多いようで、これは ふ」に声が伴うことに関係していると思われる。一人きり 時に声を上げるという は、あり得な こと は無 とはいえ、少し不自然な状況だろう。　また、嘲りを表すことも多い。「海竜はうの后になるべきいつきむすめななり。心高さ苦しや」とて笑ふ。
	
（ 「若紫」 ）
　『源氏物語』中の「わらふ」は、 第一章で示した「わらふ」の語意と違わず使われているよ である。　では、 「ゑむ」 「ほほゑむ」についてだが、 『源氏物語』
以前の作品では、 「わらふ」に用例 集中し、 「ゑむ」 「ほほゑむ」 の使用例は少ない。まず、 『源氏物語』 の 数は、「わらふ」系…一五〇例、 「ゑむ」系…七二例、 「ほほゑむ」系…六九例であるが、 それに対して他作品の 「ゑむ」 系、 「ほほゑむ」系の用例数がどうであるかは、次の表を参照していただきたい。




程度で、 「わらふ」の用例の十分の一にも満たない。また、「ほほゑむ」が嘲笑ではなく、にこにこ笑いを表す用例もあり、 「ゑむ」と「ほほゑむ」が混用されている。対して、『源氏物語』は「ほほゑむ」系は六九例であり、 割合は「わらふ」系の三分の一以上、 正編においては半 以上である。他作品に比べ、これほど顕著に「 ほゑむ」が多用されているということは 『源氏物語』では「ほほゑむ」が意識して使用されている可能性がある。 『源氏物語』で、 「ゑむ」と「ほほゑむ」が使い分けられているかだが、 『源氏物語』でも、にこにこ笑いを「ほほゑむ」 表現している場面はある。だが、 吉村研一氏は、 『源氏物語』ではが頭を使って笑うのに対して、 「ゑむ」は反射的 出る笑いなのである。頭を使わな 生理的な笑い と う使い分
けがなされていると述べ、 「ほほゑむ」系の笑いには何らかの意味が持たされているとされた。また、 「紫式部こそ、我が国で初めて「ほほゑむ」 いう言葉を多用し、 かつ「ゑむ」と書き分けた作家なのである」
（注７）
とも述べ、 「ゑむ」
と同じような「ほほゑむ」でも、 「ゑむ」とは意味分けがされている された。確かに、赤子が 場面はあるが、 「ほほゑむ」場面は無い。　
また、 『源氏物語』で「ほほゑむ」人物は、貴族に限ら
れており 片岡照子氏は

















































	 （ 「澪標」 ）
この下種の「わらふ」は、下種さえ知っていた、源氏が願はたしに来ているという事実を知らなかった明石君の惨めさを一層感じさせる笑いである。また、



























ゑむ」では意味合いが違う 言える。だが、１では感じなかったのに、何故２と３では女としてのいとおしさを感じているのか。その理由として私は、源氏は紫上の将来を想像しているの はないかと考えた。２は、源氏が紫上に手習や絵などを書いて見せ、教育を始めている場面である。「まだようは書かず」と言っている少女が、将来はどのように成長していくのか、また どのように自分の手で成長させていこうかと考え、ほほ笑んだ ではないか。３はだんだんと理想に近づく紫上に満足を覚え、ますます将来を楽しみに感じている。また、２ 場面 頃 ら 成長も感じていること 思う。２、 ３の笑みは、源氏が紫上の幼い可愛らしさを感じながらも その中で、紫上 将来を想像し、女性としての愛しさを感じ の笑みであり、反射的に出た１の笑みに比べて、複雑な笑みである。　
以上から、 『源氏物語』において「ゑむ」と「ほほゑむ」
が表現する状況は異なり、 「ゑむ」は反射的 笑み 裏表の無い単純な笑みであり、 「ほほゑむ」は何 含むところがあり、 「ゑむ」よりも複雑な心理が隠れている笑みであ











　『源氏物語』で特徴的なのが、源氏の「ほほゑむ」の用例が他の人物に比べて非常に多いことだ。割合で表すと、正編の「ほほゑむ」の用例の中 、源氏の「ほほゑむ」は約五七％であった。 『源氏物語』 では 「ほほゑむ」 によって、源氏のどのような性質を表現しようとしている か。　源氏はどのような時にほほ笑んでいるのか。源氏の「ほ































































愛の深さが窺え、源氏の中で、多少嫉妬を疎ましく感じることはあるにしても、紫上は嫉妬しても良い立場、嫉妬を許せる立場であったことが窺える。２の例で、 「君こそは」「御ありさまに似たる人はなかりけり」と述べていることからもわか ように、源氏にとって紫上は唯一 存在であったことが窺える。しか 、この賞賛に対して、紫上の反応はない。中島尚氏 、







情ではなく女君たちの言動に対する想い 含ませることで、源氏は女君 容貌だけでなく 内面、器量を見て情愛






















この「ほほゑむ」は、浮舟を幼いと感じながら 、そ 幼い様子に愛情を感じていることを表している。前の薫の笑みと比べ、浮舟との交流を楽しんでおり、恋人同士 しい雰囲気を演出している。しかし、匂宮と浮舟の交流は 男が女を幼いと感じている点など、源氏と夕顔の交流を連想させ、源氏と夕顔の結末を思うと、どこか刹那的にもる。匂宮と浮舟、源氏と夕顔の関係性の類似点について、今井源衛氏は、 「男は女に身分 明かせと求めるが、女はやさしく甘えた応対をしながらそれには応 な 」
（注
12）と
いう点を挙げられている。また、夕顔は「山の端の心も知らでゆく月は上の空に 影や絶えなむ」 （ 夕顔 ）という
03_新井美紗貴.indd   37 14.9.12   5:25:30 PM
− 38 −
歌を、浮舟は「橘の小鳥の色は変わらじをこのうき舟ぞゆくへ知られぬ」 （ 「浮舟」 ） 「降りみだれみぎはに氷る雪よりも中空にてぞ我は消ぬべき」 （ 「浮舟」 ）という二首の歌を詠んでいるが、両者の歌に対し同氏は、 不吉な前途を予感する の」
（注
13）とし、 「女がこうした内心の不安を詠ずる





の関わり方の違いが見えてくる。薫は浮舟を形代と て扱っていたため、浮舟自身を見ず、匂宮と浮舟が通じて初めて、浮舟に執着らし 執着を見せ始める。匂宮 、浮舟の身分は低く見ていたようだが、浮舟を魅力ある女性と感じ、恋人らしく接している。しかし、そ 交流は刹那的でもある。　
正編と続編の「ほほゑむ」の使用例の差を契機に、 源氏、





















































こえ給へば、 「いと恋しかりなむ。まろは、内の上よりも、宮よりも、ばゞをこそまさりて思きこゆれば、おはせずは心ちむつかしかりなむ」と 、目おしすてまぎらはし給へる ま、お ければ、ほゝ笑みながら涙は落ちぬ。
	
（ 「御法」 ）








光源氏はむしろ紫上が気 毒で、彼女にすまないと愛情をこめているのである。それに対し紫上は、光源氏自身の悩んで定めかねているも を私がどうして、という。共感しようにもしかね 、また他の女のもとに行けとも言い切れぬ感覚が、このほほえみにこりかたまってあらわれる。明石君に対したばあい、玉かつらのばあいをへて、こちらは院の思わくさえ紫上の上へ
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落ちかかる。われとわが身にもどうしようもないような、どこかが欠け落ちるような感情が「目に近く」の歌で爆発する。 （中略）長い時間のたったあと、紫上には何かが見えてきたかのようである。確実のように思われていたものが失われたような感じ な のである。
（注
16）






































大輔の君といふ、持てまいりて、ひき解きて御覧ぜさす。女御、ほゝ笑みてうちをかせ給へるを、中納言の君といふ、近くいて、そば〳〵見けり。 「いといまめかしき御文のけしきにもはべるかな」と、ゆ げ思ひたれば、 「草 文字はえ見知らねばにやあらむ、本末なくも見ゆるかな」とて給へり。
	
（ 「常夏」 ）
この場面は、弘徽殿女御が近江 の、歌枕を乱用した珍妙な歌「草若み常陸の浦のいかゞ崎いかであひ見ん田子の浦波」 （ 「常夏」 ）を受け取る場面である。前の例では、近江君に思いやりのある態度 示し、優しいほほ笑みを浮かべていた弘徽殿女御が、この場面では一転して近江君を見下す態度をとり、さらに珍妙な歌「常陸な 駿河の海 須磨の浦に波立ち出でよ箱崎 松」 （ 夏」 ）を女御付きの女房が返 ことで、近江君を馬鹿にしている。ここでの「ほゑむ」は、明らか 人を貶める笑いである。




前者と後者ではこうも性質が違っている。 弘徽殿女御の 「ほほゑむ」の例はこの二例のみであるが、 『源氏物語』では、この二つの「ほほゑむ」の落差を使って、弘徽殿女御をどのように描いているのか。　
近江君と関わる前の彼女は、品があり、思いやりのある






いと感じる事から笑むことがしばしばある。幼い子どもが笑む場面、幼い子どもの言動から、それを見た者が笑む場面は十二例あるが、内九例に「ゑむ」又は「ほほゑむ」と共に、 「うつくし」 「何心なく」いずれかの語がある。 「うつくし」の意味は、 『角川古語大辞典』によると、 「①親の子に対する 夫の妻に対す 、男の女に対する非常に親密な肉親的愛情を表す。いと い②小さいもの、いたいけなものに対する情趣的な意味を表 。かれん さま。かわいいさま。 」であり、 「何心なし」は 文字通り、無心である無邪気である、という意味である。この「うつくし」 何心なし」と「ゑむ 「ほほゑむ」が一緒に使われていて、幼い子どもが関わらない例は、三例しか見られなかった。用例、語意から考えて、 「うつくし」 「何心なし」は幼さを表す場合が多いと言える では、例外の三例を てみ 。　
例外の内一例は、 「末摘花」の巻の、源氏を見た大輔の





ゆるしたまふほどになりにける、 とおぼす。 （ 「若菜下」 ）
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おわりに　『源氏物語』 の 「わらい」 は、 柳田國男が定義する 「わらい」と完全には一致しない。 「わらふ」という語には嘲笑の意味が多く含まれ、 柳田の定義する 「わらふ」 と差異はなかったが、 「ゑむ」は柳田の定義には当てはま ない。柳田は
「ゑむ」が不快の念を与えることは一切ないとしたが、 『源氏物語』の用例を見ると、 嘲笑と取れるものが散見される。さらに「ほほゑむ」になると 多くの場合が嘲笑を含んでおり、 『源氏物語』の「わらい」は明らか 柳田の定義した「わらい」と異なるこ が かる。　
また、 『源氏物語』は混合されて使用されていたと思わ
れる「ゑむ」と「ほほゑむ」に、 「ゑむ」は反射的な笑み、「ほほゑむ」はより複雑な心理を背景とした笑みというように使い分けているのが特徴と言える。そして、 「わら 」を場の効果としてだけでなく、 「わらい」の効果によって人間の複雑な心理、置かれて る状況を描き出し、奥深い人物像 造りだしている。そうするこ で、物語 登場人物は、パターン化さ た存在ではなく、現実の人間 同じように愛情や苦悩を持つ人間であり、共感できる存在として、効果的に描かれている。
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